
 

 

 

 

 

 

 

１月５日に、JUKI本社（東京・多摩市）にて行われました、会長 CEO 兼 COO 清原晃による社員向け

「2024年 年頭挨拶」を下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

まず初めに、元日に石川県能登地方で発生しました「令和 6年能登半島地震」、そして 2日の羽田航

空機衝突事故により犠牲となられた方々に謹んでお悔やみを申し上げますとともに、被災された皆様

に心よりお見舞い申し上げます。 

 

新年のスタートにあたり、全世界の JUKIグループの皆さんに、一言挨拶いたします。 

 

 2023年度は、主力事業である工業用ミシン、産業装置の主要マーケットで経済停滞の影響があり、

また成長分野における市場や顧客の動きを十分に把握しきれず、目標達成のためのシナリオを描き切

れなかったことが反省点です。 

 

昨年、３年間の中期経営計画（2023年-２０２５年）をスタートしましたが、初年度であった 2023年

の足元の結果を受け、大幅に見直しを行い、今般、２年間（２０２４年-２０２５年）の中期経営計画を策定

しました。対象とする市場の成長や競争状況を見直し、JUKIの成長性を検証した上で、事業を「持続主

力基盤」「拡大成長基盤」「新規探索基盤」の３つに位置づけ、選択と集中による投資計画と人員計画を

見直すことで、ステークホルダーへのコミットメントの確実性を高めていきます。成長する「地域・事業分

野」の拡大と経営資源の集中投下、先端技術導入による差別化製品の開発強化を重点方針とし、SDGs

や情報システムについては、引き続き積極的な投資を行っていきます。 

 

社員一人ひとりの実力の総和が企業の実力であると考えます。JUKIの企業価値は、全社員の行動

変革にかかっています。JUKIのDNA「市場をいち早く開拓するDNA」「お客様の工場を止めない技

術・サービスのDNA」「新技術を世界で最初に上市するDNA」「世界に誇れる高品質のものづくりの

DNA」を取り戻し、JUKIの将来ビジョンの実現に向け、一致団結して突き進んでほしいと思います。 
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